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これまで（2006 ～ 09 年度）に入学した学生の、個人的音楽素養の有無を記名式アンケー
トによって調査したところ、「音楽Ⅰ」履修学生総数 409 名中、個人的に音楽素養を有




















































































































































































































































































































































　　　  ＊基本的な社会マナーの欠如。 
　　　  ＊体調管理ができない（睡眠不足・食生活の乱れによる体調不良）。
　　　  ＊習い事への取り組み方が分からない（文化・芸術的体験が少ない）。


























































































































































































































































































































　　　  ＊『七つの子』（野口雨情 作詞 / 本居長世 作曲）
　　　  ＊『めだかの学校』（茶木滋 作詞 / 中田喜直 作曲）
　　　  ＊『手のひらを太陽に』（やなせたかし 作詞 / いずみたく 作曲）
　　　  ＊『小さい秋みつけた』（サトウハチロー 作詞 / 中田喜直 作曲）
　　　  ＊『中国地方の子守唄』（日本民謡 / 山田耕筰 編作曲）
Ⅴ　発展的取り組みに向けて
　保育現場では、以上のピアノ、ヴォーカル両方のスキルを合わせて、さらに「弾き歌い」
が必要になる。
　座っただけで肺、および横隔膜の動きが制限され、声は出にくくなるし、加えてなお
正確な打鍵動作も必要になる。それらを弾きながら歌う難しさを乗り越え、なおかつ、
保育対象者への気配りや指導など、まさに八面六臂。指導者、エンターテイナー、プロ
デューサーといった役割を同時にこなし、いくつもの情報を処理・実行しなくてはなら
ない。
　しかし、１年間 30 回の授業で、その域に達することは到底不可能であり、学生たちも、
自分たちの未熟さや様々なスキルの必要性にようやく気づき始めたところで、「必修授業」
は終わってしまうのだ。
　前述したように我々は最初から、「音楽Ⅱ」授業を視野に入れた取り組みを展開してい
る。
　「音楽Ⅱ」では、「音楽Ⅰ」で得た知識やスキルを踏まえ、以下の習得・体験を目標に
している。
　　　  ＊楽典、ソルフェージュ、音符の理解、リズムの理解
　　　  ＊レパートリーの拡大
　　　  ＊音楽体験の充実
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　そのため、約 35 名の１クラスを３グループに分け、ピアノ練習・個人レッスン・ソル
フェージュの３本柱による立体的な授業展開を行っている。このことにより、１年次に
詰め込んだ知識が「実践的な知識」として納得・理解され、力として蓄積されていくよ
うだ。
　また、学年末には「発表会」を開催する。メンバー構成、演奏手段、ジャンル、曲目
などは教員と相談の上でエントリーし、「実力より少し背伸び」を合言葉に約半年を準備
期間として行う。ここに至って初めて、自発的な意志による取り組みや努力が体現され
るが、ここでももちろん、教員のプロフェッショナルな知識と技術によるサポートは不
可欠である。指導はもちろん、技術に合わせた編曲や、時には共演してやることで、学
生たちは「幸福な音楽体験」をすることにつながる。実際、発表会では達成感や充実感、
時には悔しさから流される涙が多く見られ、それらは学生たちにとって、大変に特別な
経験としてとらえられているようだ。
　しかし、これらを経たからといって、学生たちが「音楽」を身につけられたかと言ったら、
それは間違いである。これらは入り口に過ぎず、前述したように、ここから先にも継続
的な努力を続けて行かなくてはならない。その先に終わりはない。
　我々が「音楽」授業を開講して４年、今年度初めて就職試験に臨んだ学生たちがあっ
たが、保育現場への就職を志した者の多くが、授業外の個人レッスンを希望したり、質
問や相談をもって駆け込んで来たりした。その対応にあたりながら、我々は、「現場が求
めるもの」と「養成機関が対応しているもの」との差を思い、忸怩たる思いにかられて
いた。彼ら自身も、今までの努力だけでは間に合わないことに気づき、煩悶していた。
やはり、まる２年の音楽体験だけでは、物理的に時間が「不足」しているのだ。
　幸いにも当大学においては、３年後に「実践音楽」の開講が予定されている。これら
は 「音楽Ⅰ・Ⅱ」を経て、努力の仕方、練習の習慣づけと継続の必要性を覚えた学生が
対象であり、もちろん就職試験へ向けての具体的な指導も含め、より発展的な音楽表現
スキルを身につけることを視野に入れている。
　そこに至る学生たちは、すでに「努力すること自体」や、それがもたらす「結果」を
喜びとして受け入れることができるようになっているため、授業の効果はより高いであ
ろうことを我々は期待している。
　繰り返して言うが、何かを成すときに意識的な反復は不可欠であり、そこには忍耐と
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向上心がないと継続は難しい。教育にあたる者は、スキルの伝達のみならず、このよう
な心理面をサポートし、かつ、目標となる明確なヴィジョンを提供し続けられなくては
ならない。つまりは教育者自身も、「音楽家＝人間」としての魅力を保持し、常に手本で
あり、尊敬される対象でなくてはならないのだ。我々は常にこれらを矜持とし、今後も
授業にあたって行く。それこそが、音楽面のみならず、人間的なエネルギーにあふれた「魅
力ある保育者」を育てることを疑わないからである。
　Ⅲで触れたアンケートの設問中、「音楽は人生にとって必要か」との問いに対し、学生
たちの多くは音楽を「人生にあって素敵なもの」として位置づけていた。音楽が、その
ように常に憧れの対象であり、自己表現方法の一つとしてより豊かなものであることを、
我々は願ってやまない。そのためにも、より効果的で前進的な授業展開を模索し、発展
させていきたいと考えている。
　またの発言機会には、より良い報告と、さらなる効果的な提案ができるよう、今後も
研究を重ねて行きたい。
